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――みんなでどの場所へいく？

旅
たびびと

人たちがやってきた所
ところ

は、しんしんと寒
さむ

い雪
ゆき

が降
ふ

る静
しず

かな街
まち

だ。街
まち

外
はず

れにはゴミ捨
す

て場
じょう

があり、街
まち

の

中
なか

には広
ひろば

場と館
かん

に明
あ

かりが灯
とも

っていた。

物語シート （見本）スワロウズ

ハートのない銅
どうぞう

像

雪
せつげん

原 街
まち

広
ひろ ば

場

作
さっきょくか

曲家のカール

　街
まち

に行
い

くと、ひとりの男
おとこ

が全
ぜんしん

身

銀
ぎん

ぴかの像の前
まえ

で歌
うた

を歌
うた

っていた。

人
ひとびと

々はそれを聞
き

いていた。

　「昔
むかし

、ここに燕
つばめ

が肩
かた

にとまる金
きん

ピカの王
おうじ

子の像
ぞう

があった。目
め

は

サファイア、剣
けん

にはルビー。いつ

しか像
ぞう

は宝
ほうせき

石を失
うしな

い、金
きん

は灰
はい

色
いろ

へ

と変
か

わった。そして、同
どうじ

時に人
ひとびと

々

へと王
おうじ

子から不
ふ し ぎ

思議なプレゼント

が届
とど

く。広
ひろば

場にふさわしいのは、

ただの権
けんりょくしゃ

力者か。幸
しあわ

せを運
はこ

んだ

王
おうじ

子かの像
ぞう

か」

人
ひとびと

々はパチパチと拍
はくしゅ

手を鳴
な

らす。

館
やかた

タルレンナ大
だいじん

臣

若
わか

い女
じょせい

性の大
だいじん

臣が君
きみ

たちを迎
むか

え

入
い

れる。館
やかた

の大
おおひろま

広間には、彼
かのじょ

女

に似
に

た顔
かお

の男
だんせい

性の肖
しょうぞうが

像画が飾
かざ

ら

れていた。

　「旅
たびびと

人さんたちスワロウズの

国
くに

へようこそ。もし、あなたた

ちが灰
はいいろ

色の銅
どうぞう

像を見
み

つけたらこ

こまで持
も

ってきてくれないかし

ら。お礼
れい

はたっぷりするわ。」

　どうして灰
はいいろ

色の銅
どうぞう

像が欲
ほ

しい

のか聞
き

くとこう答
こた

えてくれる。

「困
こま

ったことに、広
ひろ ば

場にある像
ぞう

をあの汚
きたな

い像
ぞう

に戻
もど

そうって声
こえ

が

市
しみ ん

民から出
で

てるの。景
けいかん

観が悪
わる

く

なるから、再
さいりよう

利用するのよ。」

ゴミ捨
す

て場
ば

なし

　そこには食
た

べかすや骨
ほね

、灰
はいいろ

色

の銅
どうぞう

像などが捨
す

てられていた。

　旅
たびびと

人が像
ぞう

について調
しら

べてみると、

両
りょうめ

目がなく、心
しんぞう

臓のある部
ぶぶ ん

分は

ぽっかりと穴
あな

が空
あ

いている王
おう じ

子

の姿
すがた

をした銅
どうぞう

像だと分
わ

かる。

　非
ひじょう

常に重く
おもく

、旅
たびびと

人全
ぜんいん

員の力
ちから

か、

助
すけ

っ人
と

を呼
よ

ばないと運
はこ

べない。

　像
ぞう

を直
なお

そうとする旅
たび

人
びと

がいれば、

像
ぞう

を直
なお

せることにしてもよい。

材
ざいりょう

料はゴミ山
やま

の中
なか

にある。

広
ひろ ば

場に王
おうじ

子の像
ぞう

を持
も

っていく

　カールは王
おうじ

子の像
ぞう

が運
はこ

ばれるのを見
み

ると、人
ひとびと

々に

声
こえ

をかける。「俺た
おれたち

ちの王
おうじ

子が戻
もど

ってきたぞ！権
けんりょく

力

だけの像
ぞう

をたおして、王
おうじ

子の像
ぞう

を建
た

て直
なお

そう！」

人
ひとびと

々は協
きょうりょく

力して、銀
ぎん

の像
ぞう

を倒
たお

して心
しんぞう

臓に穴
あな

が空
あ

いた

王
おうじ

子の像
ぞう

を建
た

てた。

「ありがとう旅
たびと

人さん。おかげで私
わたし

は恩
おんじん

人のために

何
なに

かできた気
き

がするよ。」

カールと人
ひとびと

々は誇
ほこ

らしげに王
おうじ

子の像
ぞう

を見
み あ

上げた。

館
やかた

に王
おう じ

子の像
ぞう

を持
も

っていく

　タルレンナ大
だいじん

臣は旅
たびびと

人に「ありがとう！一
いちど

度溶
と

かして

しまえば市
しみん

民たちもあんな声
こえ

はあげないでしょう。」

タルレンナ大
だいじん

臣はなつかしむように王
おうじ

子の像
ぞう

を見
み

る。

「これは私
わたし

が小
ちい

さい時
じ

に建
た

っていた像
ぞう

なの。いつまでも

心
しんぞう

臓がないままなんてかわいそうでしょ？だから、

これを食
しょっき

器に変えて市
しみん

民に配
くば

ってあげようと思
おも

うの。

形
かたち

を変
か

えて、彼
かれ

らの役
やく

に立
た

つのよ。」

微
ほほえ

笑んでいる王
おうじ

子の顔
かお

を君
きみ

たちは眺
なが

めた。
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 なまえねんれい

男
だんせい

性 ４５ カール

作
さっきょくか

曲家

歌
うた

が上
う ま

手い

仕
しごとにん

事人

夢
ゆめ み

見がち

命
いのち

を救
すく

われた

昔
むかし

、サファイアを届
とど

けられて命
いのち

を救
すく

われたこ

とがある。時
とき

が流
なが

れ、サファイアは王
おうじ

子の像
ぞう

がくれた物
もの

だと気
き づ

付き、代
か

わりに建
た

てられた

元
もとだいじん

大臣の銀
ぎん

ぴかの像
ぞう

ではなく王
おうじ

子の像
ぞう

を広
ひろ ば

場

に置
お

き直
なお

そうとしている。 広
ひろば

場

　「旅
たびびと

人さん、この街
まち

には昔
むかし

、王
おうじ

子の像
ぞう

が建
た

っていらっ

しゃったんだ。俺
おれ

はその方
ほう

に助
たす

けてもらったことが

あってね、恩
おんがえ

返しがしたいんだ。」

「王
おうじ

子の像
ぞう

を探
さが

すのを手
てつだ

伝ってくれないか？」

「今
いま

の像
ぞう

は自
じぶん

分の地
ち い

位を我
わ

が子
こ

に渡
わた

すようなやつさ。」

女
じょせい

性 ２２ タルレンナ

大
だいじん

臣

カリスマ

気
き

さく

傲
ごうまん

慢

感
かんどう

動した

その昔
むかし

、汚
きたな

くなった王
おうじ

子の像
ぞう

を倒
たお

して自
じぶん

分の

像
ぞう

を建
た

てた元
もとだいじん

大臣の父
ちちおや

親を持
も

つ娘
むすめ

。

父
ちちおや

親から大
だいじん

臣の地
ち い

位を受
う

け継
つ

ぎ、その役
やくめ

目を

こなしている。周
まわ

りからの評
ひょうばん

判はよい。

　「父
ちち

は見
み え

栄っ張
ぱ

りだけど、立
りっぱ

派にその仕
しごと

事をこな

していた。皆
みんな

には嫌
きら

われ者
もの

だったけれど。」

「カール？ああ、広
ひろば

場で歌
うた

っている作
さっきょくか

曲家ね。今
いま

に

なって王
おうじ

子の像
ぞう

をなつかしく思
おも

っているのよ。」

「私
わたし

に能
のうりょく

力があるからこそ、父
ちち

は跡
あとつ

継ぎにしたのよ。」

館
やかた

メモ・イラスト

メモ・イラスト


